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3次元球面 S3に埋め込まれた種数 gのハンドル体を種数 gのハンドル
体結び目と呼び、H で表す。ふたつのハンドル体結び目が同値であると
は一方が他方に S3のアイソトピーでうつることをいう。Hをメリディア
ンディスク系で切ると S3内の結ばれたソリッドトーラスが得られる。そ
の結ばれたソリッドトーラスを結び目とみなし、H の内在的結び目とい
う。内在的結び目はメリディアンディスク系の選び方に依存する。ハンド
ル体結び目のメリディアンディスク系は無限に存在するので、ハンドル体
結び目の内在的結び目も無数に存在する。CK(H)をH の内在的結び目
全体からなる集合とする。
昨年我々は Litherlandのアレクサンダー多項式を用いて結び目がハン

ドル体結び目 41の内在的結び目であるための必要条件を得た [2]。ここで、
41は 6交点までの種数 2のハンドル体結び目の表 [1]で与えられるもので
ある。
Conj(G1, G2)を群 G1 から群 G2 への準同型の共役類全体の集合とす

る。G(K)を結び目Kの結び目群とする。∆K(t)をKのアレクサンダー
多項式とする。このとき以下の結果が得られた。

定理 1 [O.]

K ∈ CK(41) ⇒ #Conj(G(K), SL(2,Z3)) ≤ 17または∆K(t)は既約。

この結果は昨年の結果と独立した結果であり、また定理 1より結び目
10115がハンドル体結び目 41の内在的結び目ではないことが示せる。
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